
(57)【要約】

【課題】　ブームフット間隔を広げてブームの荷重支持

能力を高め、ブームの軽量化を可能とする。

【解決手段】　ブーム５の両側ブームフット５ａ，５ｂ

のうちキャビン４に近接する右側のブームフット５ｂは

、輸送幅ｈとキャビン幅ｇとによって決まる最大限右側

の位置に設定する。一方、左側のブームフット５ａは、

ガントリ中心Ａとの距離が右側ブームフット５ｂよりも

大きくなる位置に設定し、これによりブーム中心Ｂをガ

ントリ中心Ａに対して左側にオフセットさせた。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 部 走 行 体 上 に 上 部 旋 回 体 が 縦 軸 ま わ り に 旋 回 自 在 に 搭 載 さ れ 、 こ の 上 部 旋 回 体 を 構 成
す る 旋 回 フ レ ー ム の 左 右 片 側 に キ ャ ビ ン 、 前 部 に ブ ー ム 、 こ の ブ ー ム の 後 方 に ガ ン ト リ が
そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 上 記 ガ ン ト リ と 上 記 ブ ー ム と の 間 に 配 置 さ れ た 下 部 及 び 上 部 両 側 ス プ
レ ッ ダ の シ ー ブ 間 に 掛 け 回 さ れ た 起 伏 ロ ー プ が 起 伏 用 ウ ィ ン チ で 駆 動 さ れ る こ と に よ り 、
上 記 ブ ー ム が 、 ブ ー ム 基 端 部 左 右 両 側 に 設 け ら れ た ブ ー ム フ ッ ト の ピ ン を 中 心 と し て 起 伏
す る よ う に 構 成 さ れ た ク レ ー ン に お い て 、 上 記 ブ ー ム の 両 側 ブ ー ム フ ッ ト の う ち 上 記 キ ャ
ビ ン 側 の ブ ー ム フ ッ ト を 、 輸 送 幅 と キ ャ ビ ン 幅 と に よ っ て 決 ま る 位 置 に 設 定 し 、 反 対 側 の
ブ ー ム フ ッ ト は 、 上 記 ガ ン ト リ の 中 心 と の 距 離 が キ ャ ビ ン 側 の ブ ー ム フ ッ ト よ り も 大 き く
な る 位 置 に 設 定 す る こ と に よ り 、 ブ ー ム 中 心 を ガ ン ト リ の 中 心 に 対 し て キ ャ ビ ン と 反 対 側
に オ フ セ ッ ト さ せ た こ と を 特 徴 と す る ク レ ー ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 下 部 及 び 上 部 両 ス プ レ ッ ダ の 中 心 を 、 ブ ー ム 中 心 と 一 致 す る よ う に ガ ン ト リ 中 心 に 対 し
て オ フ セ ッ ト さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ク レ ー ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ブ ー ム と ブ ー ム 起 伏 用 ガ ン ト リ の 配 置 構 成 を 改 良 し た 所 謂 ラ チ ス ブ ー ム 式 の ク
レ ー ン に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ラ チ ス ブ ー ム 式 ク レ ー ン の 代 表 例 で あ る ク ロ ー ラ ク レ ー ン の 全 体 構 成 を 図 ４ ， ５ に よ っ
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 両 図 に お い て 、 １ は ク ロ ー ラ 式 の 下 部 走 行 体 １ で 、 こ の 下 部 走 行 体 １ 上 に 上 部 旋 回 体 ２
が 縦 軸 ま わ り に 旋 回 自 在 に 搭 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 部 旋 回 体 ２ は 、 基 材 と し て の 旋 回 フ レ ー ム ３ を 備 え 、 こ の 旋 回 フ レ ー ム ３ の 前 部 左 右
片 側 (通 常 は 右 側 。 以 下 、 こ の 例 で 説 明 す る )に 運 転 室 と し て の キ ャ ビ ン ４ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 旋 回 フ レ ー ム ３ は 左 右 両 側 に 前 後 方 向 に 延 び る 左 右 一 対 の 縦 板 で あ る メ イ ン フ レ
ー ム ３ ａ ， ３ ｂ を 有 し 、 こ の メ イ ン フ レ ー ム ３ ａ ， ３ ｂ の 前 端 部 に ラ チ ス 式 の ブ ー ム ５ の
両 側 ブ ー ム フ ッ ト ５ ａ ， ５ ｂ が ブ ー ム フ ッ ト ピ ン ６ ， ６ に よ っ て 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 ブ ー ム ５ が ブ ー ム フ ッ ト ピ ン ６ ， ６ を 中 心 と し て 起 伏 自 在 に 支 持 さ れ 、 起
伏 用 ウ ィ ン チ ７ か ら 引 き 出 さ れ た ブ ー ム 起 伏 ロ ー プ ８ (図 ４ の み に 示 す )に よ っ て 起 伏 す る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の ブ ー ム ５ の 起 伏 作 用 を 助 け る 手 段 と し て 旋 回 フ レ ー ム 後 部 に ガ ン ト リ ９ が 上 向 き に
突 出 し て 設 け ら れ 、 こ の ガ ン ト リ ９ と ブ ー ム ５ と の 間 に 下 部 、 上 部 両 ス プ レ ッ ダ １ ２ ， １
３ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 ガ ン ト リ ９ は 、 フ ロ ン ト 、 リ ア 両 メ ン バ ー １ ０ ， １ １ を 備 え 、 そ の 頂 部 に 下
部 ス プ レ ッ ダ １ ２ が 設 け ら れ る と と も に 、 こ の 下 部 ス プ レ ッ ダ １ ２ と 上 部 ス プ レ ッ ダ １ ３
の シ ー ブ １ ２ ａ ‥ ， １ ３ ａ ‥ 間 に ブ ー ム 起 伏 ロ ー プ ８ が 掛 け 回 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ４ ， ５ 中 、 １ ４ は 上 部 ス プ レ ッ ダ １ ３ と ブ ー ム 先 端 部 と の 間 に 架 け 渡 さ れ た ブ ー ム ガ
イ ラ イ ン 、 １ ５ は 旋 回 フ レ ー ム 後 端 に 配 置 さ れ た カ ウ ン タ ウ ェ イ ト 、 Ｏ は 上 部 旋 回 体 ２ の
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旋 回 中 心 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 ガ ン ト リ ９ は 輸 送 時 に は 図 ４ 中 に 示 す よ う に 後 向 き に 折 り 畳 ま れ る 。 図 ５ は ガ ン
ト リ ９ を 折 り 畳 ん だ 状 態 を 示 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な ク ロ ー ラ ク レ ー ン に お い て は 、 ブ ー ム ５ の 荷 重 支 持 能 力 を 高 め て そ の 軽 量 化
を 図 る 意 味 で 、 両 側 ブ ー ム フ ッ ト 間 隔 (図 ６ 参 照 )ｆ １ を で き る だ け 大 き く し た い と い う 要
請 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 と こ ろ が 、 従 来 の ク ロ ー ラ ク レ ー ン で は 、 次 の よ う な 事 情 か ら こ の 要 請 に 応 え る こ と が
で き な か っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 輸 送 時 の 車 幅 制 限 値 で あ る 輸 送 幅 ｈ が 決 ま り 、 Ｉ Ｓ Ｏ に 基 づ い て キ ャ
ビ ン ４ の 幅 ｇ が 決 ま る と 、 こ の キ ャ ビ ン ４ に で き る だ け 近 接 し て 配 置 さ れ る 右 側 ブ ー ム フ
ッ ト ５ ｂ の 位 置 が 自 動 的 に 決 ま る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 上 部 旋 回 体 ２ の 左 右 両 側 に は 各 種 機 器 類 が 設 置 さ れ 、 そ の 占 有 幅 ｅ １ ， ｅ ２ が 決
ま っ て い る た め 、 ガ ン ト リ ９ に 確 保 し 得 る 幅 は そ の 余 剰 分 と し て 決 ま り 、 ガ ン ト リ 中 心 Ａ
は 、 機 器 類 占 有 幅 ｅ １ ， ｅ ２ と 、 余 剰 分 の １ ／ ２ の 寸 法 ｄ と に 基 づ い て 、 旋 回 体 右 端 か ら
、
　 　 ｅ １ ＋ ｄ
　 の 位 置 と し て 決 ま る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 従 来 は 、 図 示 の よ う に ブ ー ム 中 心 Ｂ を ガ ン ト リ 中 心 Ａ と 一 致 さ せ る レ イ ア ウ ト
を と る た め 、 ブ ー ム 中 心 Ｂ も 旋 回 体 右 端 か ら ｅ １ ＋ ｄ の 位 置 と な る 。 そ の 結 果 、 ブ ー ム フ
ッ ト 間 隔 ｆ １ は 、
　 　 ｆ １ ＝ (ｅ １ ＋ ｄ － ｇ )× ２
　 と 一 義 的 に 定 ま っ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の た め 、 キ ャ ビ ン ４ の よ う な 動 か せ な い 障 害 物 の な い 左 側 ブ ー ム フ ッ ト ５ ａ の 位 置 に
つ い て は 外 側 に ず ら し 得 る 自 由 度 を 持 ち な が ら 、 ブ ー ム フ ッ ト 間 隔 ｆ １ が 狭 く 制 限 さ れ る
こ と と な っ て い た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 ブ ー ム フ ッ ト 間 隔 を 広 げ て ブ ー ム の 荷 重 支 持 能 力 を 高 め 、 ブ ー ム の 軽
量 化 を 可 能 と し 得 る ク レ ー ン を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 下 部 走 行 体 上 に 上 部 旋 回 体 が 縦 軸 ま わ り に 旋 回 自 在 に 搭 載 さ れ 、 こ
の 上 部 旋 回 体 を 構 成 す る 旋 回 フ レ ー ム の 左 右 片 側 に キ ャ ビ ン 、 前 部 に ブ ー ム 、 こ の ブ ー ム
の 後 方 に ガ ン ト リ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 上 記 ガ ン ト リ と 上 記 ブ ー ム と の 間 に 配 置 さ れ た 下
部 及 び 上 部 両 側 ス プ レ ッ ダ の シ ー ブ 間 に 掛 け 回 さ れ た 起 伏 ロ ー プ が 起 伏 用 ウ ィ ン チ で 駆 動
さ れ る こ と に よ り 、 上 記 ブ ー ム が 、 ブ ー ム 基 端 部 左 右 両 側 に 設 け ら れ た ブ ー ム フ ッ ト の ピ
ン を 中 心 と し て 起 伏 す る よ う に 構 成 さ れ た ク レ ー ン に お い て 、 上 記 ブ ー ム の 両 側 ブ ー ム フ
ッ ト の う ち 上 記 キ ャ ビ ン 側 の ブ ー ム フ ッ ト を 、 輸 送 幅 と キ ャ ビ ン 幅 と に よ っ て 決 ま る 位 置
に 設 定 し 、 反 対 側 の ブ ー ム フ ッ ト は 、 上 記 ガ ン ト リ の 中 心 と の 距 離 が キ ャ ビ ン 側 の ブ ー ム
フ ッ ト よ り も 大 き く な る 位 置 に 設 定 す る こ と に よ り 、 ブ ー ム 中 心 を ガ ン ト リ の 中 心 に 対 し
て キ ャ ビ ン と 反 対 側 に オ フ セ ッ ト さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 構 成 に お い て 、 ガ ン ト リ の 下 部 及 び 上 部 両 ス プ レ ッ ダ の
中 心 を 、 ブ ー ム 中 心 と 一 致 す る よ う に ガ ン ト リ 中 心 に 対 し て オ フ セ ッ ト さ せ た も の で あ る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 ブ ー ム 中 心 と ガ ン ト リ 中 心 を 一 致 さ せ る 従 来 の 配 置 概 念 を 覆 し 、 位 置
選 択 の 自 由 度 が あ る キ ャ ビ ン と 反 対 側 の ブ ー ム フ ッ ト を 従 来 の 位 置 に 対 し て 外 側 に ず ら す
こ と に よ り 、 ブ ー ム 中 心 を ガ ン ト リ 中 心 に 対 し て キ ャ ビ ン と 反 対 側 に オ フ セ ッ ト さ せ る 配
置 構 成 と し た か ら 、 ブ ー ム フ ッ ト 間 隔 を 広 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の た め 、 ブ ー ム の 荷 重 支 持 能 力 を 高 め 、 そ の 分 、 ブ ー ム の 軽 量 化 ま た は 長 尺 化 が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ る と 、 ブ ー ム 中 心 を 従 来 よ り も キ ャ ビ ン と 反 対 側 に ず ら し た
こ と に 合 わ せ て 、 ガ ン ト リ と ブ ー ム と の 間 に 配 置 さ れ た 下 部 及 び 上 部 両 ス プ レ ッ ダ の 中 心
を ブ ー ム 中 心 と 一 致 す る よ う に ガ ン ト リ 中 心 に 対 し て オ フ セ ッ ト さ せ た か ら 、 両 ス プ レ ッ
ダ の シ ー ブ 間 に 掛 け 回 し た ブ ー ム 起 伏 ロ ー プ に よ っ て ブ ー ム に 作 用 す る 荷 重 が ブ ー ム 中 心
に 対 し て 左 右 均 等 と な る 。 す な わ ち 、 ブ ー ム 中 心 を ガ ン ト リ 中 心 に 対 し て オ フ セ ッ ト さ せ
た こ と の 弊 害 で あ る 、 ブ ー ム 起 伏 力 が ブ ー ム に 偏 荷 重 と し て 作 用 す る こ と を 回 避 し 、 ブ ー
ム の 対 荷 重 能 力 を 高 め る こ と の 実 効 を 上 げ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 １ ～ 図 ３ に よ っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 の 実 施 形 態 に お い て 、 図 ４ ～ 図 ６ に 示 す 部 分 と 同 じ 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 示 し
、 そ の 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ ， ２ に 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 、 図 ３ に 第 ２ 実 施 形 態 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 両 実 施 形 態 に お い て 、 ブ ー ム ５ の 両 側 ブ ー ム フ ッ ト ５ ａ ， ５ ｂ の う ち キ ャ ビ ン ４ に 近 接
す る 右 側 の ブ ー ム フ ッ ト ５ ｂ は 、 従 来 同 様 、 輸 送 幅 ｈ と キ ャ ビ ン 幅 ｇ と に よ っ て 決 ま る 最
大 限 右 側 の 位 置 に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 左 側 の ブ ー ム フ ッ ト ５ ａ に つ い て は 、 そ の 左 側 に キ ャ ビ ン ４ の よ う な 動 か す こ と
が で き な い 障 害 物 が な い た め そ の 位 置 設 定 に 自 由 度 が あ る こ と に 着 目 し 、 ガ ン ト リ 中 心 Ａ
と の 距 離 ｊ (図 ２ 参 照 )が 右 側 ブ ー ム フ ッ ト ５ ｂ の 当 該 距 離 ｋ よ り も 大 き く な る 位 置 (従 来
ク レ ー ン の 左 側 ブ ー ム フ ッ ト ５ ａ よ り も 左 側 の 位 置 )に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 ブ ー ム 中 心 Ｂ が ガ ン ト リ 中 心 Ａ と 一 致 す る 従 来 ク レ ー ン と 異 な り 、 ブ ー ム
中 心 Ｂ を ガ ン ト リ 中 心 Ａ に 対 し て 、 左 側 ブ ー ム フ ッ ト ５ ａ の 左 側 へ の ず れ 量 の 半 分 の 寸 法
ｃ だ け 左 側 に オ フ セ ッ ト さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 配 置 構 成 に よ る と 、 ガ ン ト リ 中 心 Ａ は 従 来 同 様 、 上 部 旋 回 体 ２ の 右 端 か ら (ｅ １ ＋
ｄ )の 距 離 に 位 置 す る が 、 ブ ー ム フ ッ ト 間 隔 ｆ ２ は 、
　 　 ｆ ２ ＝ (ｅ １ ＋ ｄ ＋ ｃ － ｇ )× ２
　 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て 、 ブ ー ム フ ッ ト 幅 ｆ ２ を 、 従 来 の ブ ー ム フ ッ ト 幅 ｆ １ (＝ ｅ １ ＋ ｄ － ｇ )に 対 し て
、 ガ ン ト リ 、 ブ ー ム 両 中 心 Ａ ， Ｂ の ず れ 量 ｃ の ２ 倍 (２ ｃ )だ け 拡 大 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 こ れ に よ り 、 ブ ー ム ５ の 荷 重 支 持 能 力 を 高 め 、 そ の 分 、 ブ ー ム ５ を 軽 量 化 し 、 ま た は 長
尺 化 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 で は 、 ブ ー ム 中 心 Ｂ を 従 来 よ り も 左 側 に ず ら し た こ と に 合 わ せ て 、
ガ ン ト リ ９ の 下 部 及 び 上 部 両 ス プ レ ッ ダ １ ２ ， １ ３ の 中 心 を ブ ー ム 中 心 Ｂ と 一 致 す る よ う
に 、 ガ ン ト リ 中 心 Ａ に 対 し て 左 側 に オ フ セ ッ ト さ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ う す れ ば 、 両 ス プ レ ッ ダ １ ２ ， １ ３ の シ ー ブ １ ２ ａ ‥ ， １ ３ ａ ‥ が ブ ー ム 中 心 Ｂ に 対
し て 左 右 均 等 に 割 り 振 ら れ る た め 、 こ の 両 ス プ レ ッ ダ １ ２ ， １ ３ の シ ー ブ 間 に 掛 け 回 し た
ブ ー ム 起 伏 ロ ー プ ８ (図 ４ に 示 す )に よ っ て ブ ー ム ５ に 作 用 す る 荷 重 が ブ ー ム 中 心 Ｂ に 対 し
て 左 右 均 等 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 す な わ ち 、 基 本 構 成 と し て ブ ー ム 中 心 Ｂ を ガ ン ト リ 中 心 Ａ に 対 し て オ フ セ ッ ト さ せ た こ
と の 弊 害 で あ る 、 ブ ー ム 起 伏 力 が ブ ー ム ５ に 偏 荷 重 と し て 作 用 す る こ と を 回 避 す る こ と が
で き る 。 こ の た め 、 基 本 構 成 (ブ ー ム フ ッ ト 間 隔 ｆ ２ の 拡 大 )に よ っ て 得 ら れ る ブ ー ム の 荷
重 支 持 能 力 を 高 め る こ と の 実 効 を 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ れ に 対 し 、 図 ３ に 示 す 第 ２ 実 施 形 態 に お い て は 、 両 ス プ レ ッ ダ １ ２ ， １ ３ の 中 心 を 、
従 来 通 り ガ ン ト リ 中 心 Ａ と 一 致 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 配 置 に よ る と 、 ブ ー ム 起 伏 ロ ー プ ８ に よ っ て ブ ー ム ５ に 作 用 す る 荷 重 が ブ ー ム ５ に
対 し て 左 右 不 均 等 と な る が 、 既 存 機 の 両 ス プ レ ッ ダ １ ２ ， １ ３ の 配 置 を そ の ま ま 使 用 で き
る (ガ ン ト リ 装 置 の 改 造 が 不 要 )と い う メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 ブ ー ム ５ に 偏 荷 重 が 作 用 す る 問 題 に 対 し て は 、 両 ス プ レ ッ ダ １ ２ ， １ ３ に よ る ブ
ー ム 起 伏 力 を ブ ー ム 中 心 Ｂ に 対 し て 左 右 均 等 に 作 用 さ せ る イ コ ラ イ ザ を 設 け る 等 の 手 段 で
対 処 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に か か る ク ロ ー ラ ク レ ー ン の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 ク レ ー ン の 一 部 の 模 式 的 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に か か る ク ロ ー ラ ク レ ー ン の 図 ２ 相 当 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ク ロ ー ラ ク レ ー ン の 全 体 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 模 式 的 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 　 下 部 走 行 体
　 ２ 　 上 部 旋 回 体
　 ３ 　 旋 回 フ レ ー ム
　 ３ ａ ， ３ ｂ 　 メ イ ン フ レ ー ム
　 ４ 　 キ ャ ビ ン
　 ５ 　 ブ ー ム
　 ５ ａ ， ５ ｂ 　 ブ ー ム フ ッ ト
　 Ｂ 　 ブ ー ム 中 心
　 ｆ １ 　 ブ ー ム フ ッ ト 間 隔
　 ｈ 　 輸 送 幅
　 ｇ 　 キ ャ ビ ン 幅
　 ９ 　 ガ ン ト リ
　 Ａ 　 ガ ン ト リ 中 心
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　 ｊ ， ｋ 　 ガ ン ト リ 中 心 と ブ ー ム フ ッ ト と の 距 離
　 １ ２ 　 下 部 ス プ レ ッ ダ
　 １ ３ 　 上 部 ス プ レ ッ ダ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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